















































Chapter 1. アビダルマ論書における多変量構造解析の実際 
 ここでは、実際に取り扱うデータとテキストマイニング手法について述べる。文化情報学、統計学等
で培われてきた手法をアビダルマ論書テキストに適用するための基礎的作業と概要を示す。 
Chap. 1 - 1 - 2 - 1. テキストマイニング〔I〕 単純文字数と文字種類数 
Chap. 1 - 1 - 2 - 2. テキストマイニング〔II〕 語句の切り出しとコンテキストデータベースの構築 
Chap. 1 - 1 - 2 - 3. テキストマイニング〔III〕 同一語のチェックと TF-IDF（重み付け） 
において、テキストの特性を見つけ出すことを試み、コンテキスト・データベースを実際に構築する。
そして論理構造を明確にする手法としてのネットワーク分析の概念を示す。 









Chap. 2 - 1 - 1 - 1.  ケーススタディ〔I〕 愛染 単概念 
Chap. 2 - 1 - 1 - 2.  ケーススタディ〔II〕 愛染 複数概念 
Chap. 2 - 1 - 1 - 2 - 1. 第三釈 ｖｓ 第四釈 
Chap. 2 - 1 - 1 - 2 - 2. 第三釈 ｖｓ 第五釈 
Chap. 2 - 1 - 1 - 2 - 3. 第四釈 ｖｓ 第八釈 ｖｓ 第十釈 
Chap. 2 - 1 - 1 - 3.  ケーススタディ〔III〕 愛染 全概念 
Chap. 2 - 1 - 1 - 4.  ケーススタディ〔IV〕 初靜慮 論理概念 
Chap. 2 - 1 - 1 - 4 - 1. 正勝品 
Chap. 2 - 1 - 1 - 4 - 2. 靜慮品 
Chap. 2 - 1 - 1 - 4 - 3. 通行品 
Chap. 2 - 1 - 1 - 4 - 4. 修定品 
Chap. 2 - 1 - 1 - 4 - 5. 覺支品 
Chap. 2 - 1 - 1 - 4 - 6. 縁起品 
Chap. 2 - 1 - 1 - 5.  ケーススタディ〔V〕 初靜慮 全概念 
において、30 種類のネットワーク図を示し、単概念、複数概念、論理概念、全概念という複数種類の
視点から論理構造把握の一助となした。 













Chapter 4. アビダルマ教理をめぐる諸問題 
 ここでは、前章までの研究に至るまでのアビダルマ教理に関しての細かい問題に際しての論究を
以下の５項目に関してまとめたものを載せる。 
Chap. 4 - 1. アビダルマにおける業伝達の解釈 
Chap. 4 - 2. 三世実有と現在有体過未無体――時空座標解釈からの試み 
Chap. 4 - 3. 禅定体験の記号言語化について 
Chap. 4 - 4. 諸心起染 






Conc. 1 - 1. 思想史における非連続と連続 において、本研究の取り扱う思想史の基本的捉え方
として、従来の「連続」的展開から「非連続」的展開というパースペクティブの変換を論じ、本来テキス
トは「非連続」によって成立するという立場を述べる。 






















【補 - 1】付論として、Chap.4 の続きでもあり、非連続モデルの例としてとりあげた「『大毘
婆沙論』見蘊見納足遡及の外道と異部」の論と資料を付す。 
 
